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In previous study, an idea of hybrid column system which consists of strong column and week wing walls as energy absorption elements was 
proposed. The idea is as follow; the column with wing walls is so rigid to the horizontal drift, and the week wing walls generate multiple clacks 
earlier at small deformation and absorb much energy. Eventually the column with wing walls does not response so much in horizontal displacement, 
and it survives damage. This paper shows the earthquake response analyses to verify the idea of the hybrid system. It was confirmed that the 
earthquake displacement response could be much reduced by the wing walls that work as a response control device. 
 












































































































 文献 12)に示した載荷実験について整理して概要を示す。PCa パ
ネルとした制振袖壁を鉄骨柱に接合した試験体を作成して載荷実験
を行った。制振袖壁の効果、破壊性状などの構造特性の概要を知る






処理を行った。図 2 に S-0.67 試験体の概要図を示す。柱には□-50










して、曲げ強さ 40 N/mm2以上、引張強さ 30 N/mm2以上、引張せ
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図 1 制振袖壁構造の概要 
図 2 試験体概要図(S-0.67) 








1.0/100 まで 0.2/100 刻みになるように、正負 2 回ずつ作用させた。 
３．２ 実験結果(水平力－変位関係) 
表 2 に実験結果一覧を示し、図 4 に水平力-相対変位関係を示す。
図 4 中、実線は第１サイクルの載荷実験の結果、点線は第 2 サイク
ルの結果である。図 4 より、S-C 試験体は、載荷試験を行った範囲
では、ほぼ線形弾性の性状を示すことが分かる。一方、制振袖壁パ





おいて、S-0.67 試験体と S-C 試験体の水平力の差を求め、それを袖
壁部分の負担する水平力として考える。その結果を図 5 に示す。図







































kN mm kN kN mm mm 
S-C ― ― 26.86 －24.26 4.17 －4.08 
S-0.67 27.09 0.88 58.11 －60.55 3.36 －4.07 
 
















降伏後剛性比は、初期剛性に対して 1/100 を仮定した。 















































































図 4 荷重変位関係 























































レベル１、レベル 2の地震動を考えて BCJ-1 と BCJ-2 を入力地震波






 柱部の固有周期として、T=0.2s、0.4s、0.6s、0.8s、1.0s の５ケ 
  


































表 3 固有周期 
袖壁無時 (s) 袖壁付時（初期剛性）(s) 袖壁付時（降伏時剛性）(s) 
0.2 0.036 0.063 
0.4 0.072 0.126 
0.6 0.108 0.190 
0.8 0.144 0.253 

























図 7 袖壁部の復元力特性モデル 





















図 8(b) 入力地震動の弾性系エネルギースペクトル 














係を、それぞれ図 9と図 10 に示す。①柱部、②制振袖壁部、③柱部




ように建物モデルの重心高さを 933cm とすると、図 9 より、BCJ-1
を入力した場合の層間変形角は約 1/434、図 10 より BCJ-2 を入力し























準化した図 12 から、袖壁部のベースシヤー係数が 0.1 までは、グラ
フがほぼ直線状になるように応答変位が低減されており、その割合
は固有周期によらず同様の傾向がある。制振袖壁のベースシヤー係















５．１．２ 地震エネルギー  
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図 11 最大応答変位 
   (BCJ-1) 
図 12 最大応答変位の比 
        (BCJ-1) 
図 10 層せん断力係数と応答変位 ( BCJ-2 ) 
図 9 層せん断力係数と応答変位 ( BCJ-1 ) 
① 柱部 ② 制振袖壁部 ③ ①＋② 
③ ①＋② ② 制振袖壁部 ① 柱部 
図 13 （柱部＋袖壁部）ベースシヤー係数 




























































傾向を示す。なお、T=0.8s のベースシヤー係数 0.4 以上、T=1.0s
























































































































図 14 地震入力エネルギー 
        (BCJ-1) 
図 15 地震入力エネルギー 
の比 (BCJ-1) 
図 16 袖壁部履歴エネルギー 
        (BCJ-1) 






























ースシヤー係数として 0.05 以上必要であり、T=0.8s の場合は、制
振袖壁ベースシヤー係数として 0.15 以上必要となる。T=1.0s の時
は 0.25 以上必要となる。(ii)袖壁無モデルでは T=0.8s と T=1.0s
のときは、解析した範囲で 1/100 以下にはならない。通常の 3層の
鉄骨造建物の固有周期は、0.3～0.4s 程度と思われるが、柱部の剛
性がそれよりも小さく固有周期が長い場合でも、制振袖壁を設置す
ることで 1/100 の変形に抑えられることを示すことができた。 
図 24 に、(i)制振袖壁モデルと(ii)袖壁無モデルと、ベースシヤ
ー係数 0.25 の袖壁無モデルの最大応答変位の比を示す。(i)と(ii)
の比較から、(1)BCJ-1 の結果である図 19 とほぼ同様の傾向を示す
が、(1)BCJ-1 の結果より固有周期によるばらつきが若干小さい。ま
た、図 19 と図 24 を比較すると、固有周期による値の大小関係が変

















































































































































図 18 最大応答変位(BCJ-1) 
(i)制振袖壁モデル (ii)袖壁無モデル 




























図 30 に(i)制振袖壁モデルと(ii)袖壁無モデルの入力エネルギ 
ーを示す。図 31 に袖壁無のベースシヤー係数 0.25 の時の値で基準
化した比を示す。(i)制振袖壁モデルの場合から、固有周期 T=0.2s









































































































































































































































































































図 23 最大応答変位 (BCJ-2) 
(i)制振袖壁モデル (ii)袖壁無モデル 
図 25 柱部の塑性率(BCJ-2) 
(i)制振袖壁モデル (ii)袖壁無モデル 
図 24 最大応答変位の比 (BCJ-2) 
(i)制振袖壁モデル (ii)袖壁無モデル 




図 28  入力エネルギー(BCJ-1) 
(i)制振袖壁モデル (ii)袖壁無モデル 
図 29 入力エネルギーの比(BCJ-1) 
(i)制振袖壁モデル (ii)袖壁無モデル 
図 30 入力エネルギー(BCJ-2) 
(i)制振袖壁モデル (ii)袖壁無モデル 






















































































































































































































































































図 32 柱部履歴エネルギー(BCJ-1) 
(i)制振袖壁モデル (ii)袖壁無モデル 
図 33 柱部履歴エネルギー／入力エネルギー(BCJ-1) 
(i)制振袖壁モデル (ii)袖壁無モデル 
図 34 柱部履歴エネルギー(BCJ-2) 
(i)制振袖壁モデル (ii)袖壁無モデル 
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図 36 袖壁部履歴エネルギー 
(BCJ-1) 
図 37  袖壁部履歴エネルギーと
入力エネルギーの比 
(BCJ-1) 
図 38 袖壁部履歴エネルギー 
(BCJ-2) 
図 39  袖壁部履歴エネルギーと
入力エネルギーの比(BCJ-2) 
